
富山県

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・部活動検討委員会（年３回実施：５月、１０月、３月）

【委員】学識経験者、有識者、経済同友会、民間スポーツクラブ、県スポーツ協会、高体連、中体連 等

・部活動指導者研修会（コンプライアンス研修、救命閨秀、自由選択研修３種）

・部活動応援企業の募集、登録

・ 令和4年度から取組を実施している8市町(富山市・高岡市・射水市・滑川市・黒部市・小矢部市・南砺市・朝日町)に加え、新たに2市町(砺波市・上市町)

 で実証事業を行う。

・ 平成13年度から「スポーツエキスパート派遣事業（市町村補助）」を実施し、平成30年度から「部活動指導員配置事業（国庫補助）」を活用している。

・ 各市町村で学校数や部活動数の違いがあり、取組方や課題も様々であるが、大半の市町村が課題として、指導者の質向上と人材確保、費用負担の増加を

挙げている。

・10市町の実証から得た課題や検証を県内全15市町村で情報共有し、部活動の地域移行への意識が浸透した。（部活動検討委員会内の報告会）

・コンプライアンス研修は、参集型研修とオンデマンド型研修を開催し、多くの指導者に受講してもらうことができた。

▼事業実施体制図（関係団体相関図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（保健体育課）

・検討委員会の事務局・開催

・指導者研修会の企画・運営・報告

・実施市町との連絡調整

・スポーツ庁との連絡調整

⚫ 生活環境文化部（スポーツ振興課）

・検討委員会の事務局

・県スポーツ協会との連絡調整

・人材バンクの構築・調整



富山県高岡市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

●地域クラブ活動の概要

（１）運営類型：Ａ－３ 競技団体連携型
（２）運営主体：高岡市教育委員会、高岡市体育協会
（３）種目：15種目（陸上競技、軟式野球、ソフトボール、ソフトテニス、体操

競技、卓球、バドミントン、バレーボール、バスケットボール、ハンドボー
ル、サッカー、柔道、剣道、相撲、水泳競技）

（４）指導者の主な属性：競技団体が指導者としてふさわしい指導者を選出
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：１回程度
（６）主な活動場所：学校の体育施設（体育館、グラウンド等）
（７）主な移動手段：保護者の送迎
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：クラブ毎に設定
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,850円

・令和５年度現在、11校の中学校と１校の義務教育学校の計12校を設置しており、ほとんどの中学校において、少子化の影響から学校の小規模化、教員数の
減少、設置部活動数の減少傾向にある。10年間で中学校の生徒数は約800人減少し、運動部活動数も、減少している現状である。
・「高岡市地域部活動移行推進委員会」を設立し、部活動の地域移行の在り方等について協議を進め、地域や各競技団体等の本事業に対する理解が深まって
きている。令和5年度は、市内12校を対象に15競技において、休日の地域移行の実践を行った。

・実施日の設定 地域部活動が実施される日は、その日の種目の学校部活動を終日実施しない。→生徒が地域部活動に参加しやすくする

・実施活動場所の確保 学校はグラウンド等の体育施設を地域部活動に優先させる。→年間の指導計画を立てやすくする。

・活動回数の確保 地域コーディネーターが、学校と競技団体との連絡調整を行うことで、地域部活動の実施を補佐する。（年間１２回程度の実施計画）

 →実施日の日程調整等が円滑に進む。

・生  徒・・・昨年と比較し参加生徒は1.7倍増。参加生徒からは「普段とは違う環境や雰囲気の中で多くの仲間と活動ができた」等の感想があった。

・指導者・・・「学校の体育館等が利用できたことで、計画的に活動を進めることができた」等の意見や感想があった。

・教  師・・・「休日を自分の時間に充てることができた」「指導者として他校の生徒を含め多くの生徒に接することができた」等の意見・感想があった。



富山県射水市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：市区町村運営型（競技団体連携型）
（２）運営主体：射水市教育委員会
（３）種目：バスケットボール、柔道、剣道、ハンドボール、卓球、ソフトテニス
（４）指導者の主な属性：個別の競技団体に属する指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：月２回～月４回程度
（６）主な活動場所：学校体育施設、公共体育施設
（７）主な移動手段：保護者による送迎
（８）１人あたりの参加会費等（年額）：0円/年
（９）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,200円～1,850円

・地域の競技団体を中心とした地域部活動を推進した場合、競技人口が少ない競技や指導者が不足している競技での地域部活動は負担が大きいため、関係

団体・分野との連携を強化した体制を整備する必要がある。

・地域部活動の費用においては参加人数や競技の種類によって、保護者の負担額が異なることもあり費用負担の在り方についても検討する必要がある。

・地域部活動の活動場所は市内体育施設が中心となるが、地域部活動の競技数が増えることに伴い、活動場所の確保が困難になってくる。学校施設の活用を

視野に生徒の活動機会の確保を検討する必要がある。

・体育協会と連携し地域部活動を実施する競技団体の負担軽減を図る体制整備を実現することができた。

・保護者の費用負担の検討のため、保護者アンケートの実施や事業実施経費を算出する等の検討のための情報整理を実施した。

・射水市体育協会と連携し指導者の派遣や会場確保といった地域部活動の運営事務を段階的に委託し持続可能な組織体制の整備を推進する。

・地域部活動の事業実施のための経費を算出・整理し、保護者の費用負担についての在り方を検討する。

・学校体育施設を活用した場合における課題を整理し、教師の負担増とならない運用ルールを策定する。



富山県滑川市

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

休日の指導を受け入れる体制が整いつつあり専門的な指導ができるバドミントン、バスケットボール、軟式野球、ソフトボール、陸上競技の各競技団体等の指導者に休日の

部活動の指導を連携・移行することで、教員の負担軽減を目指すとともに、各競技団体等の指導者による指導体制を整えることで、市として持続可能な活動体制を整え、

子どもたちの活動の場の確保・保障を目指す。

また、地元の富山医療福祉専門学校の協力を得て、学生の部活動指導希望者の募集・指導実践を行い、滑川市版の指導者バンクの構築を目指すとともに、専門学校

の教員等による部活動指導者向けの研修会を開催し、指導者の質の向上を目指す。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：競技団体連携型
（２）運営主体：滑川市教育委員会
（３）種目：バドミントン、バスケットボール、軟式野球、ソフトボール、陸上競技
（４）指導者の主な属性：競技協会員、協会が認める指導者、兼職兼業教員
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：４回
（６）主な活動場所：市内中学校体育施設、市内体育施設
（７）主な移動手段：徒歩、自転車、保護者送迎
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：０円
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,850円

市内２つの中学校に全30の運動部が設置されており、全国大会やブロック大会等に出場するなど成果を出してきた。一方で、年々生徒数の減少や在籍生徒の市内外の

クラブチーム等への加入により、各部における部員数が減少しており、部によっては、単独で大会に出場することが難しい状況にある。また、生徒数の減少に伴う教員数の削減

により、顧問の配置が難しい状況にもなっているとともに、競技経験・指導経験のない教員が指導にあたることが多くなり、教員の負担感の増加にもつながっている。また、市内

各競技団体等においては、スポーツ少年団等の既存のチームの指導のため、部活動の地域移行に伴う新たな体制づくりや指導者の確保が難しい状況である。

●運営体制図

【目標及び検証方法】

・各競技団体等の指導者による休日の指導体制の構築：「満足度（肯定的意見）60％以上」 ⇒ 生徒:88.2%、保護者:82.2%、指導者:91.6%、顧問:71.4%

・教員の勤務時間の削減：「担当顧問の休日の勤務時間０時間」  ⇒ 開始前16.5時間→開始後０時間

・指導者研修会の実施と内容充実：「満足度（肯定的意見）60％以上」    ⇒  100%



富山県黒部市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・関係団体や指導者と連携を図り、生徒にとってより充実した活動を実現する。

・指導者資格取得促進、研修会への参加促進を通して、指導者の資質向上を図る。

・受益者負担によって参加を断念することがないよう、就学援助世帯への支援を行う。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：市区町村運営型（競技団体連携型）
（２）運営主体：教育委員会スポーツ課
（３）種目：女子バレーボール、男子バスケットボール、女子バスケットボール、

アーチェリー、陸上競技、柔道、剣道。バドミントン、ソフトテニス、卓球
（４）指導者の主な属性：競技協会及び競技団体所属の派遣指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：３～４回 もしくは １回
（６）主な活動場所：学校体育施設、市内体育施設
（７）主な移動手段：自転車、保護者送迎
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：6,000円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1850円

・生徒が専門的な指導を求めるニーズがある中で、全部活動で地域移行に取り組むための指導体制が不足している。

・地域指導者の資質向上が求められている。

・地域移行を推進していくにあたって受益者負担や送迎など、参加者の負担が増加している。

・30運動部活動中の22部活動を対象に実施。次年度、新規実施及び日数拡大できるクラブが増加。複数の指導者が指導にあたることで生徒の活動も充実。

・指導者資格取得促進のための補助金制度を開始。２年以内の研修会の受講の義務化。

・就学支援世帯を対象に補助制度を開始。対象参加者からは参加費を徴収しない形で実施。



富山県砺波市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・総括コーディネーターを配置して、団体及び学校との連絡調整を図った。

・組織体制整備のため、競技団体をはじめ、中学校教職員、PTAを含む保護者などへの説明会、意見交換会などを土日夜間問わず何度も開催した。

・学校施設を利用できるよう関係諸団体と健闘した。

運営体制図を挿入
※スライド外の運営体制図例を参照

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：地域スポーツ団体等運営型(総合型地域スポーツクラブ運営型)
（２）運営主体：庄西ＦＣ
（３）種目：サッカー
（４）指導者の主な属性：地域指導者、教員（兼職兼業）
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：12回（平日1回、休日2回）
（６）主な活動場所：学校施設
（７）主な移動手段：保護者による送迎、自転車、徒歩
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：100,000円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒850円／指導者1,850円

・生徒数の減少や部活動顧問である教員の業務負担の増加等が要因となり、持続困難な部活動が生じているなか、休日にも活動したい生徒のための持

続可能な組織体制の整備

・説明会、意見交換会などを何度も開催することにより、一定の理解を得ることができ、市内４中学校３９運動部活動のうち３１運動部活動が地域クラブ

に移行することができた。

・総合型地域スポーツクラブとして活動している競技が多く、また競技団体と連携したことにより、移行及び指導者確保をスムーズに実施することができた。



富山県小矢部市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・年間実施をしていく中で、令和６年度以降は、人件費として新たに人材を雇用していくのか、現体制を維持していくのか検討していく。このことについては、

本市、NPO法人おやべスポーツクラブ、市体育協会、各競技団体等が協力・連携し、運営体制の整備や指導者の確保など、持続可能な運営ができる組

織体制の構築を目指していく。また、指導者の質の保証・量の確保について取り組む。

運営体制図を挿入
※スライド外の運営体制図例を参照

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：総合型地域スポーツクラブ運営型
（２）運営主体：おやべスポーツクラブ
（３）種目：野球
（４）指導者の主な属性：市野球連盟に所属の指導者５名
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：月４回程度
（６）主な活動場所：石動中学校グラウンド、蟹谷中学校グラウンド
（７）主な移動手段：徒歩、自転車、自動車
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：0円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,850円

・地域移行に向け、新たな指導者に対する人件費等の負担や指導者の人材の確保や資質の向上が求められている。

・継続して地域移行を実施するための必要経費の把握が必須となり、状況に応じて受益者負担の徴収が必要となる。

・休日や夜間の活動場所を確保・管理していくことが難しく、今後セキュリティ面についても考慮する必要がある。

・地域移行の実証事業（モデル事業）について、市広報で市民全体に周知した。

・一年を通じて地域移行を実施したので、来年度以降の流れをつかむことができた。

・施設管理など具体的な課題が見えてきたので、対応策を検討していく。



富山県南砺市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・部活動を地域移行することで、教員の負担軽減を図る。

・体育協会が総括コーディネーター、競技団体がコーディネーターをする体制を構築し、連絡調整・指導助言を行う体制を整備する。

・指導者に対して、質の向上や事故防止の徹底、体罰・ハラスメント根絶に関する講習会を実施する。また、県の研修も合わせて活用する。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：地域スポーツ団体等運営型
（２）運営主体：ランナーズJoy

城中ソフトテニス部地域部活動
（３）種目：陸上・クロスカントリー、ソフトテニス
（４）指導者の主な属性：所属している指導者を派遣
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：8～10回
（６）主な活動場所：中学校グラウンド・体育館

屋内グラウンド、クロスカントリー場、陸上競技場
（７）主な移動手段：保護者送迎
（８）１人あたりの参加会費等（年額）：

陸上・クロスカントリー 36,000円/年
ソフトテニス 2,000円/年

（９）１人あたりの保険料：
生徒1,450円（陸上・クロスカントリー）
生徒800円（ソフトテニス）/指導者1,850円

・各学校の教員数に対し設置運動部活動数が多いため、一人顧問や複数の部を担当している顧問もいる。そのため、超過勤務の大きな要因となっている。

・社会体育として、地域クラブ活動を実施しようとしても、受け皿になるクラブチームが少ないのが現状である。

・各校すべての部活動で地域移行を進めることは、指導者確保の面から持続可能な体制を構築することが難しい。各校の部活動数を減らし、部活動の拠

点校化を進める必要がある。

・休日の部活動の負担軽減を実感する顧問教員の割合は80％に達した。教師が地域移行によって、休日の部活動の負担軽減を実感している。

・総括コーディネーターやコーディネーターを活用することで、地域移行の運営がスムーズであった。

・指導者の質の向上のため、市で講習会を実施した。また、県の研修会を活用することで指導者の質の向上につながった。



富山県上市町

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・地域クラブ推進協議会の設置、コーディネーター配置、地域クラブ担当教員の設定等を行い、協議会、中学校、地域クラブ間の連絡体制の整備を行った。

・町スポーツ協会、関係競技団体のほか、「富山県部活動応援企業」支援を活用して、指導者の確保を行った。クラブ指導者を対象とした指導者研修会を実施した。

・競技性にとらわれずにスポーツに親しむための機会づくりとして、ダンス体験教室を実施した。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：市区町村運営型（任意団体設立型）
（２）運営主体：上市町地域クラブ推進協議会
（３）種目：男子バスケットボール,女子バスケットボール,カヌー,硬式テニス

バドミントン,空手道,柔道,剣道
（４）指導者の主な属性：地域の指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：約20回
（６）主な活動場所：町社会体育施設、学校体育施設、町総合公園施設
（７）主な移動手段：自転車、保護者送迎
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：12,000円/年〜120,000円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,850円

・少子化のため中学校入学者数の減少が見込まれることから、これまでの部活動数の維持が困難となる。部活動指導を担う教員の負担が大きくなっている。

・令和４年度にモデルクラブとして２競技を地域クラブ化、令和５年度には７競技８クラブが活動を開始。学校部活動は原則平日3日間のみの活動に変更している。

・地域クラブ推進協議会を設置し、各関係団体との連携、運営体制の整備を行っている。

・地域クラブ担当教員による学校掲示板への連絡により、生徒へ変更連絡事項をスムーズに伝えることができた。保護者窓口として、地域クラブ協議会の周知と徹底が必要。

・地域クラブ指導者を対象とした指導者研修会の実施により、指導者の意識向上につながった。応急手当や管理責任についての知識を深められるよう研修内容を見直す。

・ダンス体験教室は生徒からも好評であった。アンケート等で子ども達の希望を把握し、希望の活動ができるよう講師を確保する。



富山県朝日町

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：運営型（地域団体・人材活用型）
（２）運営主体：朝日町型部活動コミュニティクラブ実行委員会/

富山県朝日町教育委員会
(３）種目：バスケットボール 柔道 陸上競技 卓球 剣道

ソフトテニス バレーボール
（４）指導者の主な属性：地域指導者、兼職兼業教諭
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：８～10回程度
（６）主な活動場所：町内体育施設、武道館
（７）主な移動手段：徒歩、自転車、スクールバス
（８）１人あたりの参加会費等（年額）：なし
（９）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1850円

近年、学校部活動を取り巻く環境が厳しさを増しており、生徒の減少に伴う部活動数の減少、学校の縮小化に伴う教員の負担増加、さらに教員の人事異動により、

生徒にとって望ましい指導を継続して受けられないといった多くの課題がある。

町体育協会が中心となり、競技団体やスポーツ少年団、文化芸術関係者や学校関係者等で組織する持続可能な部活動と教員の負担軽減の両方を実現できるよ

うにするための仕組みとして、「朝日町型部活動コミュニティクラブ」を設立し、学校部活動の一部を地域人材による地域クラブ活動として移行し実施としている。

また、今年度から、コーディネーターを配置し、関係者間の情報共有を強化し、生徒へ安心・安全な活動を提供するよう努めた。また、コーディネーターは地域協働本

部の部活動部会の推進員を兼ね、地域連携についても強化を図った。

・コーディネーターの配置により、関係者間の情報共有について連携・強化が図られた。

・地域協働本部との連携により、運営面での気付いた課題への即時解決対応を行なうことが可能となった。また、地域間での情報共有の強化が

図られ、生徒の安全・安心な活動提供が図られた。動

令和５年度 朝日町型部活動コミュニティクラブ体制 
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 「希望加入制」とするが、その意義を踏まえ加入を推奨 



富山県富山市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・コーディネーターを配置し、指導者や学校施設以外の活動場所の確保、地域クラブと学校間の連携の在り方について検証する。

・コーディネーターが中心となって、運営団体の設置や指導者、活動場所の確保に取り組むとともに、学校と地域クラブの役割等を明確にする。

・コーディネーターが中心となって、地域クラブのニーズに応じた指導者を発掘し、配置する。

・学校の実態や意向、休日の地域クラブ活動の受け皿となる競技団体等の地域移行に向けた実態、意向調査を実施する。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：その他の類型（地域のクラブチーム）
（２）運営主体：堀川バレーボールクラブU-15
（３）種目：女子バレーボール
（４）指導者の主な属性：学校部活動における地域の指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：月24回程度
（６）主な活動場所：堀川中学校 他 近隣の小学校等
（７）主な移動手段：保護者による送迎等
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：24,000円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,850円

・休日の部活動の地域連携や地域移行に向けて取り組めていない学校、部活動が多いのが現状である。

・市域が広く、学校規模や地域性も様々であり、市内一律に地域移行を進めることが困難な状況である。

・指導者や学校施設以外の活動場所の確保、地域クラブと学校間の連携・消耗品や用具の購入費等の財源確保が課題となっている。

・地域クラブの指導者や学校関係者をコーディネーターとして配置したことで無理のない地域連携、地域移行を進めることができた。

・可能な限り平日の学校部活動の要素を連続させることで、生徒は一貫した指導を受けることができた。

・地域クラブの指導者や学校関係者をコーディネーターとして配置したことで、学校部活動の教育的意義を理解し、技術指導以外の生徒指導的側面にも対応できる人材の

発掘を進めることができた。

・学校や生徒、保護者のニーズ等について、関係団体等と情報を共有しながら地域クラブ活動の受け皿を段階的に整備していく体制が整いつつある。

学校部活動（平日）

顧問、スポーツエキスパート、
部活動指導員による指導

地域スポーツクラブ（休日）

部活動指導員、地域指導者
による指導

教育委員会
学校教育課

市長部局
スポーツ健康課

富山市体育協会
地区体育協会

学校運営協議会

拠点校
持続可能な部活動の整理

地域人材の発掘・調整

コーディネーター
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